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駒田　環境・エネルギーに関する

コンサルティングをされていると

いうことですが、具体的にはどう

いった活動になるのですか？

吉田　JICA（国際協力機構）から

依頼を受け、インドネシア、バン

グラデシュ、トルコ、中南米といっ

た発展途上国にて省エネの概念を

浸透させるのが主な仕事です。現

地の政府と協力して省エネマス

タープランを作成したり、法律を

つくるお手伝いをしています。

駒田　電力をつくるのではなく、

電力の削減を促すという発想は珍

しいですよね。

吉田　発電所をつくるには資金も

労力も必要ですが、省エネは個々

の意識次第ですぐにでも実現でき

ますからね。国民全員が省エネを

実践すれば、国の電力使用量を 1

～ 2 割は減らすことができます。

駒田　省エネという概念が浸透し

ていない国での意識改革は相当に

大変そうですが、将来を見据えれ

ば絶対に必要なことですよね。

吉田　そう思います。ですから、

工場で省エネ機器を導入するとい

うことであれば、低利な融資を提

案するなど、それを根付かせるた

めに様々なサポートを行います。

省エネは目に見えるものではない

からこそ、きちんと数字を出し、

その国の方から「省エネをして良

かった」と実感して頂けるように

フォローしていきたいですね。

駒田　すると今後も、海外でのお

仕事が中心となるのでしょうか？

吉田　ええ。当面はインドネシア、

バングラデシュでの仕事を軸にし

ていきたいと考えています。そし

てゆくゆくは、地元での省エネ活

動に注力していければ幸いです。
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